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図 1 グラジオメータパターン 
3.実験内容 
PLD 法 に よ り 傾 角 30 ° 基 板 上 に Au/ 
YBa2Cu3Ox積層膜を堆積し、フォトリソグラフィ
















流(Icoil)の比と等価と仮定すると、0.155mA / 2.38 
mA = 1/15 (6.51%)となることから、作製したグラ
ジオメータは一様磁場を 1/15 程度まで低減し、
主に勾配磁場のみに検出感度を有することがわ
かった。一方、SQUID ループ自身で僅かに磁場
を検出する成分を考慮してデバイス形状より算
出される値は 0.17%で、実測値はこの設計値に比
べるとかなり大きい。この原因を解明するため、
現在、グラジオメータの検出コイルへの磁場の印
加方法に注目し、平行四線コイルを使用して、外
部から実際に一様勾配磁場を印加する方法での
電圧―磁束測定を行っており、ΔVが約 20μVの
V-Φ特性の測定に成功している。今後、一様磁場
についても外部から磁場を印加し、結果を比較す
ることで、現在の擬似的な磁場印加方法の精度に
ついて検証し、非キャンセル率の向上を目的とし
た検討を行っていく予定である。 
1
0
m
m
 
検出コイル 
磁
場
印
加
コ
イ
ル 
バイクリスタルライン 
50μm 
10mm 
